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【１．はじめに】 

湯沢市議会基本条例（以下「条例」という）は、平成24年３月定例会にお

いて、議会基本条例特別委員会を設置し、市民説明会やパブリックコメント

を経て、平成25年３月定例会において可決、成立し、平成25年４月１日に施行

されました。 

令和２年度には、議会運営委員会において見直しを行い、議員の活動原則

として、新たに災害時における議会及び議員の対応を規定したほか、条例の

見直し手続における検証の時期を２年ごとに、また、努力義務規定の一部を

義務規定に改めました。 

 

条例では、「市政の情報公開と市民参加を基本とした、これからの自主自

立する地方自治体にふさわしい、市民に身近な議会及び議員の活動の活性化

と充実のために必要な議会運営の基本事項を定めることにより、市民が安心

して生活できる豊かなまちづくりの実現に寄与する」ことを目的としており

ます。（条例第１条） 

また、条例第24条第１項では、「条例の目的が達成されているかどうかを

議会運営委員会で検討しなければならない。」と規定しています。 

このたび、議会運営委員会では、上記の規定に基づき、これまでの議会運

営について検証を行いましたので、ここにその結果を報告します。 

 

 

【２．検証の経緯】 

本委員会では、全議員が各条・項ごとに行った「評価」、「評価（取組）

内容」、「今後の対応方針」について、課題抽出や評価意見の取りまとめを

行い、これを基に協議を重ね、委員会の総意として「検証結果報告書」を取

りまとめました。 

基本条例の検証は、はじめに、① 検証実施要領の策定、② 検証表、③ 検

証スケジュール等について協議し、次のとおりとしました。 

○検証体制：議会運営委員会委員、議長、副議長 

○検証方法：全24条の条項について１条、１項ずつ検証し、成果、課題の

抽出を行い、その結果をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階で評価。検

証や評価が困難な条項は検証対象外としました。 

 

 

 

【評価の段階】 Ａ：十分できている Ｂ：概ねできている 

 Ｃ：不十分である Ｄ：できていない 
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議会運営委員会及び議員全員協議会における条例の検証の経過 
 

年月日 協議内容 

令和３年２月18日 【議会運営員会】 

・検証実施要領（案）を提案し協議 

令和３年３月８日 【議会運営員会】 

・具体的な検証方法について協議し決定 

①検証実施要領の策定 

②検証表 

③検証スケジュールについて協議 

令和３年３月18日 ・全議員に、達成状況の検証の実施について通知 

令和３年５月18日 【議会運営員会】 

・各議員提出の検証の取りまとめ状況及びスケジュールの確認 

・全条文の検証（評価の決定、評価内容の協議） 

令和３年５月24日 【議員全員協議会】 

・取りまとめ状況及び評価結果（Ａ～Ｄ）を報告 

・全般に関する意見交換 

〃 
【議会運営員会】 

・評価内容の決定、今後の対応（評価Ｃ・Ｄ）に関する協議 

令和３年６月１日 【議会運営員会】 

・今後の対応方針（評価Ｃ・Ｄ）を決定 

・達成状況検証表（全体表）を確定 

・検証結果報告書の構成について協議 

令和３年６月７日 【議員全員協議会】 

・達成状況検証表（全体表）を報告 

・検証結果報告書の構成（案）を報告 

・全般に関する意見交換 

令和３年６月16日 【議会運営員会】 

・検証結果報告書（案）を協議 

令和３年６月23日 【議会運営員会】 

・検証結果報告書を決定 

令和３年６月24日 【議員全員協議会】 

・検証結果報告書を全議員に説明 
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【３．検証の結果】 

評価対象全44項目のうち、Ａ評価が34項目、Ｂ評価が８項目、Ｃ評価が２

項目となりました。（別紙 達成状況検証表） 

 

 

【４．検証結果の公表】 

本委員会における検証の結果及び目的が達成できていない条項に係る具体

的な対応方策については、市ホームページや市議会だよりに掲載し、広く市

民に周知を図ることとします。 

 

 

【５．課題と今後の対応】 

今回の検証では、議会として独自の政策立案・政策提言等につながる政策

討論の環境や体制のほか、専門家や市民などからの専門的あるいは政策的識

見等を議会の討議に反映するための制度の活用方法、議員の政策立案能力の

向上を図るための議員研修等の在り方などが課題として挙がりました。 

今後は、議会としての政策立案・政策提言等を推進するための取組や公聴

会・参考人制度の活用の検討を進めていくほか、議員の政策立案能力の向上

を図るため、専門家や市民等との研修や意見交換の場を多様に設けるなど、

議員活動の更なる充実・強化を推進してまいります。 

 

 

【６．むすびに】 

このたびの検証作業では、全議員が条文・項ごとに検証を行い、評価及び

今後の対応等について意見交換を行って方針を決定しました。これは、議会

基本条例の認識を深め、議会運営の課題を把握する意味において大きな意義

がありました。 

また、検証等を行う過程において、議会としての政策立案・政策提言等に

向けた取組の強化や、議員個人の政策立案能力の向上のほか、市民との多様

な意見交換の機会充実について検討できたことは、今後につながる大きな収

穫でありました。 

議会基本条例は議会における最高規範であり、さらに市民に身近で信頼さ

れる議会となるためには、今回の検証で得た課題を全議員が共有し、議会と

して一体となって改善に取り組んでいくことが重要であります。 


